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新年のごあいさつ

新年明けましておめでとうございます。本年も皆さまにとって健やかな年になりますよう心より祈念申し上げます。正月を
迎えるといつも昨年の一年間がとても短く感じます。今年の一年は、より充実した年になりますように。
時計が刻む時間の間隔は同じなのに、心が捉える時間の感覚はじつにさまざまです。例えば、地球の誕生という時間のスケー
ルを考えると億年単位で事象を捉えます。人類の誕生では万年単位でしょうか、一個人の誕生では年単位でもよいでしょう。
さらにネズミでは日単位、カゲロウでは時間単位となり、どのスケールで考えるかによって感じる長さは全く違ってきます。
では同じスケールではどうでしょう。ほぼ36年の生涯を駆け抜けたモーツァルトが感じた一生は、穏やかな100年を送っ
た人が感じる一生より短かったでしょうか。おそらく、幼少時からあふれる才気で音楽活動を始め、さまざまなイベントやチャ
レンジ、それに伴う悩みや苦悩が濃密に圧縮された人生は、少なくとも私の69年間よりはるかに長く感じていたのではない
でしょうか。
一生だけの問題ではありません。正月を楽しみに待つ子どもにとって待つ間は長く、正月を迎えると途端にそれまでの時間
はあっという間と感じるでしょう。また、小学校の6年間は長く感じる一方で、中高の6年間は短く感じます。10年の長さは、
20歳と60歳の人とでは確かに感じ方に違いがでます。しかし、これは歳のせいだけではないでしょう。
苦しい時間は長く、楽しい時間は短い。桃栗三年柿八年、例えば八年の修行の身であればまさに忍耐の時間です。つまり、
新しいことを学んだり経験したり、あるいはつらい思いをするときは時間を長く感じさせます。この場合の時間の感覚は歳の
差の問題ではなくなるでしょう。ならば短く感じても楽しければいいと考えることもできます。しかし、単に楽しい時間を過
ごして終わるより、辛い修練の道にあるとき、それを超えた先にある喜びを求めているときの方が充実感があると思います。
ということは、あっという間の一年で次の正月を迎えるよりも、いろんな新しいことに挑戦して、多少苦しみながらも新た
な学びや経験を身に付けていくことで、より充実した時間を過ごしつつもある種の達成感によって幸福感までも味わえる方が
よさそうです。
私はこの3月末でお世話になった学習センターを去りますが、また新たに挑戦できることを考えながら人生をより長く楽し
みたいと思います。

福岡学習センター 所長　安河内 朗
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言葉にならない語りへの気づき：知識と実践をつなぐ
北九州市立大学文学部
人間関係学科准教授

税田　慶昭（専門：発達心理学）

Essay

主に北九州サテライトスペースに勤務し3年目となります。専門は発達心理学ですが、学外では臨床心
理士・公認心理師として子育て相談、乳幼児健診や知能検査などの発達アセスメント、障害をもつ子どもた
ちの療育などに携わってきました。
授業で子どもの発達や支援について紹介すると、「子育てしていた頃に知りたかった」「障害について知

らないことも多かった」などといった感想をよくいただきます。子どもの発達を学ぶことは、子どもの成長
を知ると共に、親や保育者としての自身の役割を知ることにもなります。また、私自身も障害を学ぶ中で、
障害について考える・知る機会が乏しかったこと、偏った捉え方をしていたことに気づかされたように感
じています。
ただ、知ることとできることには違いもあります。私自身は発達を伝える立場になりましたが、時に自

分や子どもにイライラもし、療育でも子育てでもたくさんの失敗があったと思います。そのような時に思
い出すのは、障害をもつ子どもたちへの支援に参加し始めた大学生の頃、私の関わる様子に投げかけられ
た「子どもに失礼だよ」というスーパーヴァイザーの言葉です。子どもとの課題に取り組む中でその達成が
目的となり、子どもの心に目配りできていなかった私の姿を指摘されたと思いました。私たちは無意識の
うちに、子どもたちや障害をもつ人たちの意思を十分に理解し汲み取ることなく関わっていないでしょうか。
しかし、子どもも年配の方も年齢に関わらず、そして障害の有無にも関係なく、誰しもが尊重されるべき尊
厳をもちます。例えば言葉を話さないことは意見や意思を持たないことを示すのではなく、その思いを汲
み取れない私たちの問題ではないかとも考えています。赤ちゃんはしゃべりませんが、その行動や表情は
私たちに雄弁に語りかけてきます。障害により意思表示が難しい、伝わりにくい方もそうですし、思いを言
葉にすることに強い抵抗を感じる方も同様です。
言葉にならないその語りを受け止めようとすることは相手を理解することであり、実際に関わる経験が

とても大切になります。まずは知ること、そして実際に関わること。大学での学んだ知識を土台としながら、
日々の関わりの中で自他を見つめ、知識と実践の接点を皆さんも見つけていただけたらと思います。

公開講演会のご案内



3
The Open University of Japan

公開講演会のご案内

都市が熱くなる現象｢ヒートアイランド｣をご存じでしょうか？19世紀
はじめのロンドンで石炭暖房により中心地の気温が周辺より高くなる現
象を気象学者のL.ハワードがUrban Heat Island（UHI）とよんだのが嚆
矢とされています。一方、地球温暖化については近年大きな関心が注が
れています。本講演では、この2つの現象の発生メカニズムを分かり易く
解説し、社会とのかかわりについて考えていきます。

2023年2月18日（土） 13:30～15:30 （受付：13:00〜）

北九州市立生涯学習総合センター　3階ホール

「地球温暖化とヒートアイランド」
概　要

日　時

申　込

会　場

北九州市民カレッジ公開講座＆放送大学コラボ講演会

（小倉北区大門1-6- 43）

定　員 100名 参加無料　（予約制・定員になり次第締切）

北九州市立生涯学習総合センター　電話：093-571-2735 （1月6日から2月10日まで）

講　師
九州大学大学院

総合理工学研究院 教授
谷本　潤 氏

日々の生活のある局面で、周囲の人たちと意見が衝突したり、利害が対
立したりしても、我々は一緒に生活していかねばなりません。そこで大
切になるのが、交渉や説得・依頼の仕方に工夫を凝らすことです。どんな
工夫をしたらよいのかを考えるとき、他者とコミュニケーションをとる
ときの人間の心理や行動の特徴を知っておくことは大事です。今回は、
平穏な生活を営むための交渉と説得について社会心理学の研究知見を紹
介します。

2023年1月21日（土） 10:00～12:00 （受付：9:30～）

福岡県立図書館　地下1階　レクチャールーム

「交渉と説得の社会心理学」
概　要

日　時

申　込

お問い合わせ

会　場

福岡県立図書館＆放送大学コラボ公開講演会

（福岡市東区箱崎1- 41-12）

定　員 80名 参加無料　（予約制・定員になり次第締切：1月15日まで）

Webフォームからお申し込みください。

福岡県立図書館総務企画室企画広報班
電話:092-641-1239 （電話でのお申し込みはできません）

  お申し込みは
こちらから

講　師
九州大学大学院

人間環境学研究院 教授
山口　裕幸 氏

※電話によりお申し込みください。
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ステップアップセミナー開催のお知らせ

【福岡学習センター5階 講義室】
※参加申込受付:1月4日（水）から開始（先着順→各定員30名） 

開催日 時間・講師名 演題

2月4日（土）

税田　慶昭
北九州市立大学
文学部准教授

（10:00 〜12:00）

発達心理学から見る子どもの自己意識
　乳幼児期の子どもの発達では自己と他者の区分が明確でない状態から、自分と
は異なる他者を明らかに意識した行動へと変化していきます。「私」という概念に
ついて、他の動物における自己意識の研究や、乳幼児健診、障害をもつ子どもたち
への支援といった話題も交えながら紹介したいと思います。

富松　潔
九州大学
名誉教授

（13:00 〜15:00）

メタデザインを先導するメディアアート
　色や形のデザインを超えて、テクノロジーの進路を描くような高次のデザイン
をメタデザインといいます。コンピュータは計算機として誕生しましたが、イン
ターネットの登場とともにホストコンピュータからパーソナルコンピュータ、ス
マートフォンに進化しました。このように現在進行形で進歩しているテクノロジー
の進路をどう描いたらいいのでしょうか?芸術的な感性でこのような問いに応
えて表現するのがメディアアートです。

【北九州サテライトスペース コムシティ2階 204会議室】
※参加申込受付:1月5日（木）から開始（先着順→定員22名） 

開催日 時間・講師名 演題

2月5日（日）

橋口　暢子
九州大学大学院
医学研究院教授

（10:00 〜12:00）

家庭内でも気をつけよう、意外と多い不慮の事故
　新型コロナウイルス感染症拡大を受け、多くの人が自宅で過ごす時間が増えて
います。感染を防ぐための有効な手段ではありますが、家庭においても不慮の事
故は多発しています。その中でも、窒息、転倒転落、溺死漏水による事故が多く、こ
れら事故による年間の死者数は交通事故よりも多いと言われてます。本セミナー
では、家庭内における不慮の事故の現状について紹介するとともに、自宅にて安全
に過ごすための方策をみなさんと一緒に考えたいと思います。

各講師に勉強の仕方なども質問できます。

申込方法：メール・FAX・または電話のいずれかの方法にて、以下の6項目をお知らせください。
	 ①参加希望セミナー名  ②申込者氏名  ③氏名のフリガナ  ④住所（市区町村まで）

⑤連絡先(電話番号)　⑥申込者属性（在学生・一般）

申 込 先：放送大学福岡学習センター　
	 メール: fukuoka-koen@ouj.ac.jp(セミナー申込受付専用アドレス)

電話:092-585-3033　 FAX:092-585-3039

※定員になり次第締め切ります。
※Web会議システム（Zoom）での実施に変更する可能性があります。

所長講演会・交流会開催のご案内
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福岡同窓会では、下記のとおり公開講演会と交流会を開催いたします。

所長講演会・交流会開催のご案内

公開講演会

ヒトも他の生物と同様に進化の道のりを経て現在の姿かたちになっている。生
物と共通するしくみやヒト独自の特徴を理解することで、今の私たちの暮らしを
改めて考える。
当たり前に思っているところに落とし穴が多々あることに気づくかもしれません。

2023年1月29日（日）　13：15 ～14:30（受付：12：45 ～）

福岡学習センター　講義室Ⅰ場　所

場　所

「ヒトって？どこまで知ってる？」

2023年1月29日（日）　15:00 ～16：00（公開講演会終了後）

福岡学習センター　講義室Ⅲ
無料 ※ソフトドリンクをご用意します。

公開講演会・交流会 各30名 （定員になり次第締め切りとなります）
どなたでも参加できます。
参加希望の方は、福岡学習センター宛てメールまたは電話で次の5項目についてご連絡ください。
1.参加希望（公開講演会・交流会）　2.申込者氏名　3.フリガナ　4.連絡先（電話番号）　
5.申込者属性（在学生・一般）
福岡学習センター申込受付専用メールアドレス　E-mail：fukuoka-koen@ouj.ac.jp
電話：092-585-3033

申　込

定　員

参加費

福岡同窓会では日頃交流の機会が少ない学生、教職員の交流の場として、交流会を開催いたします。
気取らずにおしゃべりしませんか?

交流会（公開講演会終了後、交流会を開催）

講　師
福岡学習センター
所長　安河内　朗

概　要

概　要

日　時

日　時

公開講演会

ヒトも他の生物と同様に進化の道のりを経て現在の姿かたちになっている。生
物と共通するしくみやヒト独自の特徴を理解することで、今の私たちの暮らしを
改めて考える。
当たり前に思っているところに落とし穴が多々あることに気づくかもしれません。

2023年1月29日（日）　13：15 ～14:30（受付：12：45 ～）

福岡学習センター　講義室Ⅰ場　所

場　所

「ヒトって？どこまで知ってる？」

2023年1月29日（日）　15:00 ～16：00（公開講演会終了後）

福岡学習センター　講義室Ⅲ
無料 ※ソフトドリンクをご用意します。

公開講演会・交流会 各30名 （定員になり次第締め切りとなります）
どなたでも参加できます。
参加希望の方は、福岡学習センター宛てメールまたは電話で次の5項目についてご連絡ください。
1.参加希望（公開講演会・交流会）　2.申込者氏名　3.フリガナ　4.連絡先（電話番号）　
5.申込者属性（在学生・一般）
福岡学習センター申込受付専用メールアドレス　E-mail：fukuoka-koen@ouj.ac.jp
電話：092-585-3033

申　込

定　員

参加費

福岡同窓会では日頃交流の機会が少ない学生、教職員の交流の場として、交流会を開催いたします。
気取らずにおしゃべりしませんか?

交流会（公開講演会終了後、交流会を開催）

講　師
福岡学習センター
所長　安河内　朗

概　要

概　要

日　時

日　時

　放送大学印刷教材古本市を以下の日程で開催いたします。 
【開催日時】2023年1月29日（日）10:00 ～ 16:00
【場　　所】福岡学習センター　講義室Ⅲ

主催･問合せ 放送大学福岡同窓会
同窓会事務局メールアドレス:infofukudoso@gmail.com 

共　   催 福岡学習センター 092-585-3033
※新型コロナウイルスの影響により中止となる場合があります。 
　福岡学習センターウェブサイトをご確認ください。

使わなくなった
印刷教材を

募集しています！

放送大学
福岡学習センター

送り先

※封筒に「古本在中」と
　明記ください。

※閉講科目OK ※返却しません

【 同時開催 】放送大学印刷教材古本市開催のご案内



　2022年度の卒業研究発表会を以下の日程で開催いたします。 
　発表会の内容等については、事前に学習センターに掲示すると
ともに福岡学習センターのウェブサイトに掲載いたします。
　今年度は、生活と福祉コース、心理と教育コース、人間と文化コー
スなどの方々が卒業研究を履修されています。卒業研究を履修検
討中の方や大学院進学を希望される方は、是非ご参加ください。
　なお、事前申し込み不要です。また、新型コロナウイルスの影響
等により中止となる場合がありますので、福岡学習センターウェ
ブサイトでご確認ください。

【開催日時】2023年1月29日（日）10:30 ～ 12:00
【場　　所】福岡学習センター　講義室Ⅱ

有効期限は、学生証の左下（写真下部）に記載されています。なお、
顔写真が未登録の場合、学生証は発行できません。システム
WAKABAの「学生カルテ」から顔写真の登録を行うか、「学生生
活の栞」巻末の「写真票」を本部へ提出してください。

学生証の交付・更新・顔写真の登録について

【交付場所】

福岡学習センター所属

福岡学習センター
↓

北九州サテライトスペース所属

北九州サテライトスペース
↓

【交付時に必要なもの】

新規及び継続入学者

「入学許可証」
↓

全科履修生で
有効期限切れの方

「旧学生証」

有効期限切れの学生証をお持ちの方はいませんか？

学生証

放送大学教養学部
全科履修生
氏　　名　○○　○○
生年月日　昭和○○年○月○日
学生番号　○○○―○○○○○―○
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＊＊年＊＊月＊＊日
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有効期限切れの学生証をお持ちの方はいませんか？

学生証

放送大学教養学部
全科履修生
氏　　名　○○　○○
生年月日　昭和○○年○月○日
学生番号　○○○―○○○○○―○

有効期限
＊＊年＊＊月＊＊日

有効期限は、学生証の左下（写真下部）に記載されています。なお、
顔写真が未登録の場合、学生証は発行できません。システム
WAKABAの「学生カルテ」から顔写真の登録を行うか、「学生生
活の栞」巻末の「写真票」を本部へ提出してください。

学生証の交付・更新・顔写真の登録について

【交付場所】

福岡学習センター所属

福岡学習センター
↓

北九州サテライトスペース所属

北九州サテライトスペース
↓

【交付時に必要なもの】

新規及び継続入学者

「入学許可証」
↓

全科履修生で
有効期限切れの方

「旧学生証」

有効期限切れの学生証をお持ちの方はいませんか？

学生証

放送大学教養学部
全科履修生
氏　　名　○○　○○
生年月日　昭和○○年○月○日
学生番号　○○○―○○○○○―○

有効期限
＊＊年＊＊月＊＊日

学生の種類 全科履修生 選科履修生 科目履修生
学生証の有効期限 ２年間 １年間 半年間（１学期間）

キャンパスメール（Gmail）について

＜重要＞システムWAKABAパスワードの変更について

　初期パスワードのままになっている方は、システムWAKABAログイン後、トップ画面の「パス
ワード変更」から変更してください。一定期間が経過すると、ログインできなくなります。
　すでにログインできない場合やパスワードを忘れてしまった場合は、福岡学習センターまたは
学生サポートセンター（電話:043-276-5111）へご連絡ください。

　「キャンパスメール」は、Webブラウザを利用した電子メールシステムで、学生全員にメールアドレス
が割り振られています。福岡学習センターから修学関連の連絡を随時いたしますので、定期的にキャ
ンパスメールを確認して頂きますようお願いいたします。

卒業研究発表会に来ませんか?
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《重要》システムWAKABAパスワードの変更について



2022年度第2学期単位認定試験について

　2022年度第2学期単位認定試験については、従前よりお知らせのとおり、Web受験方式で実
施されます(郵送受験方式の３科目を除きます)。改めまして、試験日程等をご案内しますのでご
確認ください。

１．試験期間及び実施方法

（１）Web受験方式
試験期間：2023年1月17日（火）9時〜1月25日（水）17時（1科目50分、期間中いつで
も受験可）
受験方法：システムWAKABAトップ右側「学内リンク」から「Web単位認定試験システム」
（https://shiken.ouj.ac.jp）にアクセスして受験します。

（２）郵送受験方式（「正多面体と素数( '21)」、「日本美術史の近代とその外部( '18)」、
「量子化学( '19)」の3科目のみ）
試験期間：2023年1月17日（火）〜1月25日（水）≪本部必着≫
受験方法：1月上旬ごろ大学本部から送付される問題用紙・解答用紙・提出用封筒を用いて
解答を作成し、郵送により提出します。（提出方法詳細は郵便物及びウェブサイト等で案内）

２．Web単位認定試験体験版について

Web単位認定試験システム内に、Web単位認定試験体験版が公開されています。実際の受験時
にスムーズに操作できるように、受験に使用する予定の端末から、試験期間前までに体験版の操
作を必ず行ってください。（操作ガイドはWeb単位認定試験システム内に掲載されています。）

３．学習センターまたはサテライトスペースでの受験申請をされた方について

　学習センターまたはサテライトスペースでの受験申請をされた方は、次の点にご注意いた
だき、受験をするようにしてください。
（１）学習センター等で受験する場合、原則として「授業科目案内」及びシステムWAKABAに

記載の試験日・時限に受験する必要があります。
（２）学習センター等で受験する場合でも、原則として問題閲覧（試験形式問わず）と択一式の

解答に係るパソコン操作はご自身で行っていただきます。（学習センター等受験では、記
述式の解答のみ解答用紙で行います。）
福岡学習センター及び北九州サテライトスペースでは試験期間に入る前まで個別の操作
体験会を行いますので、操作体験がお済みでない方は、ご予約の上、ご参加ください。

4．再試験について

2022年度第2学期に登録した放送授業科目で【通信指導問題…未提出・不合格】【単位認定試験
…未受験・不合格】だった科目については、次の学期に学籍がある場合に限り科目登録申請を行
わなくても再試験の対象になります。ただし、【通信指導が未提出・不合格】だった科目は、次学
期に通信指導問題が再送されますので、答案を提出し合格すれば再試験を受験できます。
なお、2022年度第2学期末で学籍が切れる方は、継続入学の手続き（8ページ参照）により学籍
を継続させる必要があります。
※再試験については、「学生生活の栞」（学部p74、大学院p73）をご覧ください。
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次学期の継続入学・科目登録のため、対象者には1月中旬に大学本部から関連書類が届きます。
申請、出願の際には各書類をご確認の上、手続きをしてください。

2023年4月以降も学籍が続く方
■科目登録手続き■
次学期に学びたい科目を選択し、システムWAKABA（教務情報→科目登録申請）、
または郵送（科目登録申請票を送付）で科目登録申請を行ってください。

申請期間
郵 送 ： 2023年2月13日（月）　　 〜 2023年2月27日（月）【私書箱必着】
Web ： 2023年2月13日（月）9時 〜 2023年2月28日（火）【24時まで】

※放送授業およびオンライン授業は「授業科目案内」、面接授業は「面接授業時間割表」を参考に学びたい科目
を選択しましょう。

※郵送の場合は登録後の科目変更はできません。Webの場合は申請期間内であれば一部変更可能です。
※詳しくは大学本部から1月中旬に送付される「科目登録申請要項」をご確認ください。

2023年3月末で学籍が切れる方

※郵送による出願は、本部から1月中旬に送付される「出願票他提出書類セット」の「出願票（新規出願者同様）」
で出願してください。

※郵送での出願は「面接授業」の登録は行えませんので、ご注意下さい。
※詳しくは大学本部から1月中旬に送付される「継続入学用関連書類」をご確認ください。

■継続入学手続き■
引き続き継続して入学を希望される場合は、システムWAKABA（教務情報→継続入学申請）か
らスムーズに出願が行えます。

出願締切
第 1 回 第 2 回
郵 送 ： 2023年2月28日（火） 【私書箱必着】
Web ： 2023年2月28日（火） 【24時まで】

郵 送 ： 2023年3月14日（火） 【私書箱必着】
Web ： 2023年3月14日（火） 【17時まで】

今学期卒業見込みで次学期以降に学籍がある方

①卒業とならない場合に備えての科目登録
大学本部から送付される「科目登録申請要項」により期間内に科目登録手続きを行ってください。
※卒業した場合は、この科目登録は無効となります。

②卒業となった場合の継続入学のための出願
大学本部から継続入学の案内文書が送付されますのでご確認ください。
継続入学を希望される場合は「募集要項等」を取り寄せ、期間内に入学手続きを行ってください。
※全科履修生として入学した場合、3年次へ学士入学となります。
「学生生活の栞」（学部p94～96）をご参照ください。

２０２3年度第1学期の手続きについて
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※この期間は、貸出・視聴ともにご利用いただけませんので、ご注意ください。 
※本部図書の取次業務は行います。（事務室は開所しています。）

【閉室期間】2023年3月22日（水）〜 31日（金）

下記の期間は、図書入れ替え作業のため、図書室・視聴学習室を閉室いたします。

2022年度第2学期学位記授与式について

放送大学の学生が「福岡女子大学特別聴講学生」として福岡女子大学の科目を学ぶことができます。
今回は、2023年度第1学期の募集を行います。履修できるのは、福岡女子大学が指定した科目で下記の
方が対象です。授業料は1科目当たり14,800円です。

4月から図書室・視聴学習室の職員配置がなくなり、図書室関係業務は事務室の窓口で行うこととなりま
した。
また、福岡学習センター所蔵図書の貸し出しは2022年度をもって終了します。本部図書館所蔵の図書
資料の受け取り・返却は引き続き受け付けいたしますので、どうぞご利用ください。

対　　象  : ①女性　　②全科履修生　　③出願時において本学の在学年数が1年以上の者
④放送授業科目において30単位以上修得した者（出願時）

募集人員  : 2名（1名につき1科目のみの履修）
受付期間  : 2023年1月4日（水）〜2023年1月20日（金）　

※募集要項の入手、科目等詳細は事務室にお問い合わせください。

福岡女子大学特別聴講学生募集

図書室・視聴学習室の利用について

福岡学習センターの2022年度第2学期学位記授与式については、以下のとおり開催を予定しています。
詳細については、3月上旬に文書を送付いたしますのでご確認ください。

日　　時 ：2023年3月26日（日）10:30〜（1時間30分程度）
※受付は10時から開始します

場　　所 ：筑紫ホール（九州大学筑紫キャンパス内）
※新型コロナウイルスの感染状況によっては、中止になる可能性があります。

図書室・視聴学習室の整理期間（利用停止）について

2023年4月以降の図書室・視聴学習室の利用について
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1月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

1 月の行事・お知らせ

8日 オープンキャンパス
ステップアップセミナー（福岡）

11日 午前臨時閉所（停電・断水のため）

17〜25日 Web単位認定試験

3 月の行事・お知らせ

1日 2023年度第1学期入学出願受付第2回開始
（教養学部、大学院修士選科生・修士科目生 〜3/14）

16日 午前臨時閉所（停電・断水のため）

25日 学位記授与式（本部）

26日 学位記授与式（福岡）

22〜31日 図書室・視聴学習室整理期間（利用停止）

※新型コロナウイルスの影響により、予定は変更となる場合があります。
　最新の情報は福岡学習センターウェブサイトにてご確認ください。

3月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

　 　閉所日　　

2 月の行事・お知らせ
4日 ステップアップセミナー（福岡）

5日 オープンキャンパス
ステップアップセミナー（北九州）

13日 2023年度第1学期科目登録申請受付開始
（郵送〜2/27、Web〜2/28）

2月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28

1月～3月のスケジュール

  
 

 
 

放送大学福岡学習センター
〒816-0811 春日市春日公園6-1

（九州大学筑紫キャンパス内E棟4・5階）
TEL:092-585-3033
※電話番号をよくお確かめのうえ、おかけ間違いのないようお願いいたします。

放送大学北九州サテライトスペース
〒806-0021 北九州市八幡西区黒崎3-15-3

（コムシティ3階）
TEL:093-645-3201

ウェブサイト：

https://www.sc.ouj.ac.jp/center/fukuoka/

放送大学福岡学習センター 検索
Twitterウェブサイト

皆さんのご家族やご友人で、入学を検討されている方や放送大学に興味があるという方が
いらっしゃいましたら、是非ご紹介ください。

募　　集 : 2023年度第1学期　教養学部・大学院（修士選科生・修士科目生）
募集期間 : 第1回　2022年11月26日（土）～ 2023年2月28日（火）

第2回　2023年　3月  1日（水）～ 2023年3月14日（火）

☆パンフレット等をご希望の方は、電話でご連絡いただければ無料でご本人宛にお送りいたします。

資料請求先 : 福岡学習センター	 ☎092-585-3033
北九州サテライトスペース　☎093-645-3201

*放送大学ウェブサイトからも資料請求ができます。
放送大学「入学案内」ページ　https://www.ouj.ac.jp/hp/nyugaku/

   ★入学個別相談★（要予約）　　　入学相談は、月曜日・祝日を除き毎日受け付けています。

2023年度第1学期（4月入学）入学生を募集しています


